
八代工場N2マシン
停機についての思い
山邉工場長（以下、山邉）
私 は1987年 に 入 社 し、通
算で約11年間八代工場（以 
下、八代）に勤務しました 。そ 
の間、N2マシン（以下、N 2 ） 
が建設され、私にとって特別
な存在となりました。N2は
九州唯一の新聞用紙マシン
として新聞用紙の安定供給

と八代の発展に多大な貢献
をしてきました。それだけ
に大きな寂しさを感じてい
ます。多くの仲間も同じ思
いであることでしょう。

石岡工場長（以下、石岡）
私も2010年から2018年まで
八代に勤務し、その間N2と
関わりました。N2は高速で
あるが故に操業が難しく、

最初の１年間は試行錯誤の 
連続でした。しかし、現場全
員が一丸となって改善を重
ねた結果、２年目からは安
定した操業が実現しました。
N2は私にとって、苦楽を共 
にした相棒のような存在で
す。オペレータやスタッフ、
係長たちとの絆も深まりま
した。時代の流れとはいえ、
非常に寂しく感じています。

谷口本部長（以下、谷口）
私は営業畑ですが、N2が稼
働した２年後の2000年に九
州営業支社で新聞用紙担当
となり、N2と初めて関わる
ことになりました。N2は最
新鋭かつ日産700t以上の国
内最大級の生産能力を持っ
ていました。これは右肩上
がりの新聞業界の需要を支
え、安定供給を実現するた

めの武器であり誇りでもあ
りました。
山邉  まさにその通りです。
N2は八代のシンボルでした。
2006年からの４年間、私が
抄造課長として担当してい
た頃は、フル操業で生産高
を上げなければならないプ
レッシャーがあった一方で、
従業員皆の結束力が強まっ
た時期でもありました。こ
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新年あけましておめでとうございます。本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。
日頃より当社製品をご愛顧頂き、誠にありがとうございます。
当社は昨年8月、八代工場のN2マシンを2025年6月末をめどに停機することを発表しました。
今後は八代工場N1マシンと岩沼工場で新聞用紙を生産してまいります。
今号では、八代工場の山邉工場長、岩沼工場の石岡工場長、そして新聞営業本部の谷口本部長に
よる、三者鼎談形式でお話を伺いました。新聞用紙の持続可能性に向けた取り組みや考えを、
工場並びに営業の立場からお話頂きましたのでぜひご一読ください。本年も皆様にとって素晴ら
しい一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

新春三者鼎
てい　  だん
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量の多い機械パルプの配合
を減らし、従来に比べ石炭
使用量の削減を目指した
“環境対応紙”です。これま
で６回の試抄を行ってきま
した。N2から引き継ぐN1
品は環境対応紙となりま
す。現在進めている印刷テ
ストにおいてご評価を頂
き、安定した品質の確立を
目指します。
石岡　紙は抄紙機によって
微妙に異なります。原料も 
同一ということはありませ
ん。岩沼では、N2の品質を
再現できるよう日々八代と
連携したことにより、その
特性を理解することができ、
現在新聞各社様で印刷テス
トを進めさせて頂いており
ます。また輸送面において
も、フェリーやJRコンテナへ
のモーダルシフトや、BCPを
意識した最適な納入体制を
常に念頭に入れております。
谷口　両工場が連携しなが
ら進めていることは営業と
しても心強い限りです。昨
年８月のN2停機発表後、
各新聞社様にはその背景な
どをご説明させて頂きま
した。N1や岩沼への移抄に
対し、不安の声もありまし
た。各社様からのご意見に
耳を傾けながら、今後も岩
沼、八代２工場体制を続け
ていくこと、今回の決断は
新聞用紙の持続可能性を追
求するために必要な対応で
あることを丁寧にお伝えし
てきました。各社様のご理
解にこの場をお借りして改
めて感謝申し上げます。
山邉　八代では皆様に一日
でも早く安心して頂きたい
との思いでN1の試抄に臨
んでいます。高白新聞以外
の用紙生産は数十年ぶりで
すので、試抄を重ねながら
操業面、品質面の課題を洗

飼料「元気森森®」を製造し
ております。当社で最初に 
チャレンジした工場です。開
始から数年が経過しました
が、お陰様で畜産農家の皆
様から高い評価を頂いてお
り、採用件数も増加してい
ます。生産量も着実に拡大
しており、更に八代でも製
造を開始し、試験販売が開
始されるなど、事業の広が
りを感じています。

山邉  八代の「元気森森®」は 
九州産の杉チップを原料と
していることから、牛の飼
育が盛んな九州地域におい
ては、地産地消のモデルに 

の経験を力にして、今はN1
マシン（以下、N1 ）で安定供
給を果たすことを考え、取
り組んでいます。
石岡　時代の変化を痛感し
ますね。新聞用紙の需要減
少や脱炭素は時代の流れ
ですが、N2で培った技術と 
伝統が決して消えるもので
はありません。それを生か
し、未来につなげていくこ
とが大切だと私も感じてい
ます。
谷口　2022年の福島県沖地
震において、八代は岩沼工
場（以下、岩沼）の全面的な
支援を行いました。この時
は東北の新聞社様にも八代
品をご使用頂きました。全
国に張り巡らされた物流網
を駆使し、東北を始め東日
本エリアに輸送ができたこ
とも貴重な経験になりまし
た。マシンがN1に代わって
も、両工場で安定供給を続
けていく方針に変わりはあ
りません。過去の経験を生
かしながら今後もメーカー
として、安定供給の使命を
しっかりと果たしてまいり
ます。

移抄の進捗について
山邉  かつてN1でも新聞用
紙を生産していました。N2
稼働後は高白新聞以外のほ 
とんどをN2に移しました。
2020年に新たなコンセプト
の新聞用紙の開発に取りか
かりました。脱炭素の流れ
を背景に、エネルギー使用

す。黒液を多く発生させる
ためには化学パルプ（KP）
の生産量を増やす必要があ
り、このパルプの用途開発
が非常に重要な鍵となりま
す。八代の家庭紙マシン新
設も、パルプ利用の拡大と
黒液の最大活用を同時に実
現します。一方で新聞古紙
の発生量の落ち込みにより
古紙不足が顕著になってき
ました。資源自律の観点か
らも新聞古紙クローズドルー 
プの拡大や、化学パルプ（KP）
の使用を進めていかなけれ
ばなりません。
石岡　岩沼ではパルプの新
たな用途として養牛用木質

い出し、その都度条件を見
直して検証してきました。そ
して課題を一つずつ解決
し、現在はN2品と比べて遜
色ない品質レベルまで到達
したと手応えをつかんでお
ります。お客様の信頼に応
えられるよう、引き続き品
質対応をしっかりと行って
まいります。

石岡　私自身９年間の八代
勤務時代には印刷立会いや
新聞社訪問を重ね、様々な 
ことを学ばせて頂きました。
実は、岩沼の技術室、製造
部には九州出身者が多く、
これも何かのご縁だと感じ
ています。印刷テストでは
技術室や製造部も一緒に印 
刷立会いをし、印面、作業性
など確認をしています。何
度も足を運び品質を確立さ
せると共にお客様との信頼
関係を築ければと思ってい
ます。また、生産体制の再
編においては高白新聞の一
部を２年ぶりに岩沼で生産
します。この高白新聞はエ
コブライトという名前に変
更し、モデルチェンジします。
こちらも併せてしっかりと
品質の確立を目指してまい
ります。
谷口　印刷テストも順調に
進んでいると感じていま
す。既に多くの新聞社様か
ら切り替えのご了承を頂い
ています。本社新聞営業部
員も現地で一緒に立会いを
行っています。全員でスク
ラムを組み、八代N1品、岩

なります。また、畜産飼料の
ほとんどを海外輸入に依存
する日本における国内飼料
は、食料自給率の向上につ 
ながると注目されています。
谷口　岩沼、八代両工場が
地域に密着し、それぞれの
地域特性を生かしながら、
脱炭素への取り組みを進め
ていることはとても心強い
です。９号微粉炭ボイラー 
の停機による石炭ゼロ化や、
黒液の最大利用による燃料
転換は、持続可能な新聞用
紙事業を実現するための重
要な施策です。それだけで 
なく、「元気森森®」のような 
新たな価値を創出する取り
組みも、資源自律とGHG削
減を実現する事業になりま
す。
山邉　そうですね。八代と
しても、次の100年を見据え、
新聞用紙の安定供給を第一
にGHG削減や地域社会への
貢献を進めていきます。こ

沼品ともに安心してご使用
頂けるよう全力を尽くして
いきましょう。

新聞用紙事業の
今後について
谷口　いつの時代において 
も新聞用紙を安定的に供給
することが当社の使命です。
その一方で、新聞用紙事業
には４つの課題があると考
えています。①需要減への
対応、②GHG削減、③原料
の安定調達、④物流問題で
す。これらの課題にしっか
りと対処し、新聞用紙の持
続可能性を高めることが安
定供給につながっていきま
す。しかも、今後世界的な
人口増により資源の枯渇が
予想され、資源に乏しい日
本においてはエネルギーセ
キュリティーの観点からも
資源自律の重要性が増して
くると思います。国内に豊
富な森林資源を有効に活用 
することが資源自律につな
がりますが、そのためには、
工場のデザインも新しい形
へ変えていくことが必要で
あると思っています。
山邉  八代は昨年10月15日
に創立100周年を迎えまし
た。N2の跡地には新たに家
庭紙のマシンが新設される
予定です。これに伴い、機械
パルプ製造設備の停機や、
工場を支えてきた９号微粉
炭ボイラーの停機が予定さ
れています。９号微粉炭ボ
イラーの停機により、石炭
ゼロの工場となり、GHG排

れからも岩沼との連携を深
め、持続可能なモデルを築
いていきたいと思います。
新聞社の皆さまには印刷テ
ストなど大変なご負担をお
掛けしますが、一つひとつ
の課題にスピード感を持っ
て取り組んでまいりますの
で、これまでと変わらぬご
支援を賜りたいと思います。
石岡　岩沼も地元東北を始
め、これまで岩沼品をご愛
顧頂いている全国の新聞社
様、そして初めて岩沼品を
ご使用頂く新聞社様の信頼
に応えられるよう、安定品
質・安定供給に努めてまい
ります。
谷口　それぞれの工場が時

出量の削減に大いに貢献し
ます。八代はこの100年の
間、戦争やオイルショック
を乗り越え時代の変化に順
応してきました。次の100
年に向けて、新たな姿へ進
化しようとしています。

石岡　八代が石炭ゼロを実
現することは、環境面にお
いて大きな進展です。同時
に、岩沼でもGHG削減の施
策の一つとして黒液の活用
を柱とした燃料転換を掲げ
ています。黒液は化学パル
プ（KP）の製造工程から発生
するバイオマス燃料で、こ
れを最大限に活用すること
で、石炭に依存しない持続
可能な生産体制を目指して
います。この取り組みは、
当社にとっては非常に重要
なテーマです。
谷口　そうです。黒液利用
の最大化は重要なテーマで

代の変化に対応した構造転
換を進めながら、新聞用紙
の持続可能性を追求してい
く決意を改めて感じまし
た。これまで築いてきたも
のを大切にしながら今後も
新聞用紙を安定的に供給で
きるよう、私たちはしっか
りと責務を果たしていきま
す。当社の理念は「木とと
もに未来を拓く」、私たち
の理念は「新聞社とともに
未来を拓く」です。持続可
能な社会を目指し、これか
らも新聞社様と共に歩んで
まいります。今後ともご指
導ご鞭撻のほどよろしくお
願い致します。
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章

1964年５月18日
出身地 ／ 長崎県

1964年8月31日
出身地 ／ 静岡県

1964年4月17日
出身地 ／ 富山県

略  歴 略  歴 略  歴
1987年	 3月	 熊本大学工学部
	 	 生産機械工学科（卒業）
	 4月	 十條製紙株式会社入社
2006年	10月	 日本製紙株式会社
	 	 八代工場抄造部長代理
2010年	 7月	 同社 岩国工場抄造部長
2014年	 7月	 同社 北海道工場白老事業所長
2016年	 6月	 同社 参与北海道工場長代理
	 	 兼白老事業所長
2017年	 6月	 同社 参与秋田工場長
2020年	 6月	 同社 執行役員富士工場長
2024年	 6月	 同社 常務執行役員八代工場長

1987年	 3月	 群馬大学工学部
	 	 機械工学科（卒業）
	 4月	 大昭和製紙株式会社入社
2007年	10月	 日本製紙株式会社
	 	 石巻工場抄造一部長代理
2009年10月		 同社 技術本部生産部
	 	 主席技術調査役
2014年	 7月	 同社 八代工場製造部長
2018年	 6月	 同社 参与八代工場長代理
2019年	 6月	 同社 参与岩国工場長代理
2022年	 6月	 同社 執行役員岩沼工場長

1987年	 3月	 創価大学法学部（卒業）
	 ４月	 十條製紙株式会社入社
1988年	 5月	 同社 新聞用紙営業本部
1992年	 3月	 同社 洋紙営業本部
2000年	 4月	 日本製紙株式会社 九州営業支社
	 	 担当課長（新聞担当）
2006年	10月	 同社 東北営業支社
	 	 支社長代理（新聞担当）
2010年	 7月	 同社 新聞営業本部新聞営業部
	 	 部長代理
2018年	 7月	 同社 新聞営業本部長代理
	 	 兼新聞営業部長
2021年	 6月	 同社 執行役員新聞営業本部長

2025.01.01

本紙は八代工場npi上質 64.0g/㎡を使用しております。 本紙は八代工場npi上質 64.0g/㎡を使用しております。

2025.01.01通算77号 通算77号 32



成長の一年
東京ドーム・京セラドームで躍動
成長の一年
東京ドーム・京セラドームで躍動第49回社会人野球日本選手権

　　7年ぶり3度目の本大会出場!!

日本製紙石巻硬式野球部

2024シーズンもご声援ありがとうございました！

　ゲームプランは、序盤にチャンス
はそんなにないが、ただ簡単にアウ
トにならず、相手バッテリーに苦
労させてアウトを献上すること、
全員でボディーブローを続けてい
き中盤以降必ずくるチャンスで一
気に攻める。それまで守備は我慢
して守り抜くこと。序盤に失点し
ても慌てず、最少に抑えること。勝
つならロースコアで２対１、３対
１。負けるなら２対５、２対６。そ
んな想定で試合に臨みました。
　試合は先発生長の立ち上がりを
攻め立てられ、いきなり５点のビ
ハインド、打線も相手投手陣に抑
え込まれ、終わってみれば２対８
の大敗となりました。
　この試合では野手15人が全員出
場、都市対抗で登板の無かった投
手も登板し、選手26名が同一シー
ズンで全国の舞台を経験できたの
は恐らく当社だけであり、来季へ
向け大きな成長を遂げる一年とな
りました。一方で両ドーム合計21
失点を喫したことを胸に刻み、来
季はチーム史上初となる２年連続
での都市対抗、日本選手権出場、そ
して全国ベスト８への挑戦となり
ます。今年も日本製紙石巻野球部
の戦いにご注目ください！

劇となり、11年ぶりに東京ドーム
での勝利となりました。

後ろにつなげ！
投手陣総力結集の２回戦
　２回戦の相手は、１回戦をコー
ルドで勝ち上がった強打が売りの
大阪市・NTT西日本。
　ゲームプランは、投手陣を細かく
つなぎ最少失点でしのぎ、終盤まで 
ロースコアに持ち込んで、最後にひっ
くり返す。選手へは「序盤失点して
も慌てず、３点以内差で終盤を迎え
よう、ピッチャーは中盤までに７人 
使うつもりだから、野手は守備長く
なるけどみんなで耐えよう。」と伝
え、６回までに６投手を継投し、初回
の２点のみにしのいで、０対２で
終盤を迎えた。スコア的には想定
通りの展開だったものの、相手投手
の出来が予想以上によく何もでき
ずに完封負け。投手陣も終盤に崩
れ、終わってみれば０対９の大敗、
投手陣10人を注ぎ込むもNTTの壁
は厚く、２回戦敗退となりました。
それでも９点差で迎えた最終回の
攻撃で響き渡った大声援はこれま
で以上に大きく、最後まで諦めない
エネルギーとなりました。

王者への挑戦！
７年ぶりの京セラドーム
　11月２日、７年ぶりに帰っ
てきた京セラドームには大
雨の中、約2,300人の観衆が
駆け付け、大声援を背に、王
者・トヨタ自動車へ挑みまし
た。トヨタ自動車は2022年
の日本選手権、2023年の都
市対抗チャンピオンであり、
強力投手陣を中心とした守
りの堅いチーム。

を全うしてくれた。その間に打線
が木下投手を捕らえ逆転、６回を終
え３対１でリードする想定通りの展
開となった。しかしこのまま簡単に
終わらないのが野球の醍醐味、前号
でも記したように野球は７、８、９
回が本当に面白い。
　この試合では７回に逆転を許し、
９回に逆転に次ぐ逆転で、今大会
の一回戦では一番白熱した試合で
あったのは言うまでもない。
　９回の逆転劇はそれを呼び起こ
す要因が幾つかあった。まずは今大
会リリーフに回ることになった、右
のエース秋田が８回裏の相手打線
を３人で抑えたこと。秋田は予選で
は先発としてチームを支えたが、
今一つ調子が上がらなかったこと
で配置転換を行った。そんな悔しさ
も持ち合わせたエースが気迫の投
球で相手打線を３人で斬ったこと
で反撃のムードが整い、先頭打者へ
代打・ベテランの小野を送る。この起
用も、７回からリリーフしていた相
手投手の球に合うと判断し送り出
し、見事にヒットで出塁。ここで次打
者の宮川がバスターエンドランを決
め無死１・２塁の絶好機を作った。こ
のバスターこそ、今季の石巻野球を
象徴するシーンで、チーム内で徹底し
てきたつなぎの打撃をこの大舞台
の最終局面で発揮、宮川も補強選手
が加入したことにより、スタメンか
らベンチスタートになった一人で
悔しさは人一倍、それを分かってい
るベンチのボルテージも最高潮と
なり、あとは補強の石井選手に託す
だけ、石井選手も見事に応え同点、
佐藤も続き逆転となった。
　各々が自分の役割を理解し、それ
を全うしたことで起きた、偶然では
なく組織力で生まれた必然の逆転

11年ぶりの歓喜！執念の逆転劇
　７月23日、チームは４年ぶり、個人
としては７年ぶりに帰ってきた東
京ドームの一塁側スタンドは、平日
の昼間にもかかわらず大観衆が埋
め尽くし、熱気と共に日本製紙ブ
ルーに染まっていた。知っている
顔が至る所に見える。その光景を
眺めながら東京で過ごした６年間
の営業生活や２月に復帰してから
の半年間が走馬灯のように駆け巡
り、「この舞台に戻ってこられて本当
に良かった。」と感傷に浸りながら
試合開始を待っていた。
　相手は福岡市・KMGホールディ
ングス。好投手を擁し投打が噛み
合った試合の連続で九州予選を勝
ち抜いた勢いのあるチームで、後に
阪神タイガースからドラフト３位
指名を受ける木下投手攻略がこの
試合の鍵となっていた。
　実は2017年にHONDA熊本、2020
年に西部ガスと過去２大会連続で
九州地区代表チームとの対戦に敗
れており、３度目の正直で絶対に負
けられない戦いに燃えていた。
　当社先発の生長は不安定な立ち
上がりが課題で、初回の失点率が
高い、ましてや新人ながらチームの４
年ぶりのドームでの先発、浮足立つ
ことは分かっていた。実際初回に１
点を失ったが正直なところ、これは
想定内であり、むしろいつも通りの
生長で安心したくらいであった。前
日のミーティングでも冗談半分で

「多分生長は初回に１点取られるか
ら、２回から０対１スタート、早めに
追いついて６回までにリードして
いるのが理想の展開。」と話してい
たくらいであった。
　２回以降はいつも通り持ち味を発
揮し、５回まで０を並べ先発の役割

　昨年、日本製紙石巻硬式野球部は4年ぶりに都市対抗野球大会へ出場し、
11年ぶりの勝利を上げると、秋には7年ぶりに社会人野球日本選手権大会
にも出場し、同一年度での東京ドーム、京セラドーム大阪の両ドーム出場
を達成。チームの歴史に新たな一ページを刻みました。
　前号では就任から都市対抗予選を中心にご紹介しましたので、今号は東
京ドームと京セラドームでの戦いを中心に振り返ります。

日本製紙石巻硬式野球部コーチ（元かわら版NIPPON編集委員）　沖山 勇介

2025.01.01

本紙は八代工場npi上質 64.0g/㎡を使用しております。

通算77号4



77はフルマラソン42.195㎞を
新聞用紙に換算すると約77連
（77,000枚）であることが由来
となっています。

活動報告

に取り組み、無事に本番当日を迎
えることができました。
　コースマップはインプット。イ
メトレもバッチリ。ドキドキとワ
クワクが交錯するスタート地点。
長かった挑戦もあと42.195キロで
終わる、などと感傷に浸る間もな
く8：55スタートの号砲とともにガ
ヤガヤと民族大移動の開始。気温
は高めだが心地良い風に気分は
上々。ペース配分に注意しながら
も頭の中には、赤ちゃんの頃から
受験生にまで成長した娘が走馬灯
のように現れる。あれ？ひょっと
して我が身に何かが？ゾッとしつ
つもおかしな状況にニヤリとして
しまう。30km付近を過ぎると噂
通りに辛くなってきたものの「娘
の合格が掛かっている」と自己暗
示が効いている私は無双状態。最
後までさほどペースダウンするこ
となく目標達成。娘よ！これで合

か歩いているのか分からない時
間が続く。中間地点で３時間を超
えていた。制限６時間、「もう無
理だ」心が折れた。しかし、もうろ
うとする頭で一応計算してみる。
キロ８分ペースで残り21キロ…、 
いける！可能性がある限り諦めた 
くなかった。一歩一歩走り始める。
35キロ地点、塩飴を頂きに沿道へ 
駆け寄ると、「冷凍マンゴーどう 
ぞー！」えッーーー！マンゴー！！
しかも冷凍。冷たい糖分が一気に
体へ染み渡り完全に生き返った、 
ありがとう命のマンゴー。残り７
キロいける、とにかく脚なんか痛

格間違いなしだ！最後になりまし
たが上毛新聞社関係各位へ改めて
感謝申し上げ、作戦大成功の報告
とさせて頂きます。

くないと暗示を掛け走り続ける。 
見えた、ゴールが見えた。ボランティ 
アの高校生とハイタッチを交わ
し、声援される武富社長へ一礼、
５時間48分で完走。この大会で私
は何度「ありがとう」と言っただ
ろう。カラダは疲れていたが心は
達成感で満たされていた。諦め 
なければゴールは待っている。オリ
オンビールを飲み干し、沖縄の太
陽と海に酔いしれた至福の一日と
なった。
　準備・運営に関わられた沖縄タ
イムス社の皆様に御礼を申し上げ
ます。ありがとうございました。

の半ば強引な要請により私のフル
マラソン初挑戦が決定。渋々引受
けましたがやるからには徹底的に
やりたい性分。
　まずは本屋で指南書探し。「マ
ラソンは歩いてもいい」「練習は
週に３日がベスト」ゆるい内容に
イケそうな気が。目標は歩かずに
完走、あわよくば初心者が目指す
という４時間切りも追加。お告げ
を信じ練習を開始するも、内から
込み上げてくる何かが足りない。
願掛けはあまり好まないのです
が、娘の高校受験合格という題材
をモチベーションアップのために
使うこととしました（怒られそう
なので家族には内緒）。人は自分の
ためではなく、誰かのためになら
辛いことも乗り越えられる。愛す
る娘のためとあれば効果は絶大。
猛暑日の中でも身体中が痛くて
も、何とか気を奮い立たせて練習

のゴリ。私は後方に並んだため、ス
タートライン通過時には18分経過
していた。焦らずマイペースを心
掛ける。「がんばれー！バナナどう
ぞ！黒糖あるよ！塩飴どうぞ！」
途切れることのない沿道の声援と
補給食でパワーをもらい前進す
る。本当にありがたい。そんなな
か国際通りで「ハブ酒いかがです
かー！泡盛どうぞー！」え？嘘で
しょ。元気出すぎちゃうでしょ？
アルコールを入れる勇気はなかっ
た。10キロ地点、順調にきていた
脚に異変が。重い、脚が重い。那覇
の日差しが容赦なく体力を奪っ
ていく。この先中間地点まで一気
に標高70メートルを駆け上る。大
体ここでランナーの足が止まる。私
も止まった。きつい、登れない、17
キロ地点から歩く。走っているの

　私にとって2年連続の参加となる
「第34回ぐんまマラソン」が昨年11月
３日、見事な快晴の中、過去最高の
15,266名がそれぞれの思いを胸に群
馬の地を駆け巡りました。谷口本部
長を筆頭に新聞営業本部より４名、
バイオマスマテリアル事業推進本部
より２名の計６名が参加。周囲から

　去る12月1日、ジョガーの祭典「NAHA
マラソン｣が開催された。第38回を迎
え24,000人が集結、当社より５名（九
州営業支社、バイオマスマテリアル
事業推進本部）が出走した。私は11年
ぶり３度目の挑戦となった。
　快晴の下、奥武山公園に号砲が鳴
り響く、スターターはガレッジセール

太陽と海とジョガーの祭典
NAHAマラソン完走記

モチベーションアップ大作戦

九州営業支社　齋藤 泰之

かわら版NIPPON 編集委員　平岩 兼一

第38回

第34回 ぐんまマラソン

レースを終え安堵の平岩

スタート前 「正田醤油スタジアム群馬」にて
左から齋藤、谷口、佐藤、平岩、櫻井、廣本

完走メダルでピース　中嶋　 齋藤

ゴール後 齋藤のガッツポーズ

タイム 種目

谷口 66分55秒 10km

廣本 61分02秒 10km

櫻井 56分50秒 10km

佐藤 4時間09分03秒 フル

齋藤 5時間50分02秒 フル

平岩 3時間31分58秒 フル
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